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前
書
き

　

中
国
西
部
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
に
は
多
く
の
民
族
が
居
住
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
ウ
イ
グ
ル
人
は
最
も
人
口
の
多
い
民
族
で
あ
る
。
二
〇
〇

八
年
の
統
計
で
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
人
口
は
九
八
三
万
一
八
〇
〇
人
で
、

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
総
人
口
の
四
六
・
一
四
％
を
占
め
る
。
主
に
天
山

山
脈
以
南
、
崑
崙
山
脈
以
北
の
各
オ
ア
シ
ス
地
域
に
居
住
し
て
い
る
。
特

に
カ
シ
ュ
ガ
ル
、
ホ
ー
タ
ン
、
ア
ク
ス
の
三
つ
の
地
域
で
は
ウ
イ
グ
ル
人

の
人
口
比
率
が
高
〉
1
〈

い
。

　

ウ
イ
グ
ル
語
は
ア
ル
タ
イ
語
系
突
厥
語
族
に
属
す
る
。
か
つ
て
は
ウ
イ

グ
ル
人
独
自
の
文
字
を
使
用
し
て
い
た
が
、
現
在
は
ア
ラ
ビ
ア
文
字
を

ベ
ー
ス
に
し
た
ウ
イ
グ
ル
文
字
を
使
用
し
て
い
る
。
ウ
イ
グ
ル
人
は
独
特

な
風
俗
習
慣
と
文
化
伝
統
を
持
っ
て
い
る
。
歴
史
的
に
ト
ー
テ
ム
崇
拝
、

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
（
拝
火
教
）、
マ
ニ
教
、
部
分
的

に
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
を
信
仰
し
て
き
た
が
、
現
代
で
は
、
イ
ス
ラ
ム
〉
2
〈

教
を

信
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

現
在
、
新
疆
で
は
、
初
等
教
育
の
授
業
で
使
用
す
る
言
語
に
よ
っ
て
、

基
礎
教
育
段
階
の
学
校
を
三
種
類
に
分
類
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
「
民
族

学
校
」、
二
つ
目
は
「
漢
族
学
校
」、
そ
し
て
三
つ
目
は
「
民
漢
合
校
」
で

あ
る
。
民
族
学
校
に
つ
い
て
リ
ズ
ワ
ン
・
ア
ブ
リ
ミ
テ
ィ
は
「
新
疆
に

は
、
ウ
イ
グ
ル
語
以
外
に
四
つ
の
言
語
、
す
な
わ
ち
カ
ザ
フ
語
、
モ
ン
ゴ

ル
語
、
シ
ボ
語
、
キ
ル
ギ
ス
語
を
教
授
言
語
と
す
る
「
民
族
学
校
」
も
あ

り
、
原
則
と
し
て
は
、
小
学
校
の
段
階
か
ら
各
民
族
を
児
童
・
生
徒
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
言
語
を
教
授
言
語
と
す
る
学
校
の
こ
と
を
「
民
族

学
校
」
と
称
し
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
で
、
ウ
イ
グ
ル
語
に
よ
る
教
育
が

行
わ
れ
て
き
た
」
と
述
べ
て
い
〉
3
〈

る
。

　
「
漢
族
学
校
」
と
は
中
国
語
の
標
準
語
（
普
通
話
）
を
授
業
使
用
言
語

と
し
て
用
い
る
学
校
の
こ
と
を
指
す
。
漢
族
の
子
供
た
ち
は
普
通
こ
の
よ

う
な
学
校
に
通
う
。「
民
漢
合
校
」
と
は
、
同
じ
学
校
内
で
、
ウ
イ
グ
ル

語
を
授
業
使
用
言
語
と
す
る
「
民
族
ク
ラ
ス
」
も
あ
れ
ば
、
中
国
語
を
授

業
用
言
語
と
す
る
「
漢
族
ク
ラ
ス
」
も
あ
る
学
校
の
こ
と
を
指
す
。
二
〇

〇
四
年
か
ら
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
党
委
人
民
政
府
が
「
バ
イ
リ
ン
ガ

ル
教
育
推
進
の
決
定
」
を
発
表
し
、
新
疆
で
は
基
礎
教
育
段
階
の
学
校
は

ほ
と
ん
ど
が
民
漢
合
校
と
な
っ
〉
4
〈

た
。
こ
の
こ
と
は
、
か
つ
て
の
ウ
イ
グ
ル

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
特
有
群
体「
民
考
漢
」│
│
ウ
ル
ム
チ
市
の
ウ
イ
グ
ル
人
を
事
例
と
し
て

希
日
娜
依
・
買
蘇
提

　
大
谷
順
子

研
究
ノ
ー
ト



282

語
に
よ
る
教
育
形
態
か
ら
中
国
語
に
よ
る
教
育
形
態
に
変
わ
っ
た
こ
と
を

意
味
す
〉
5
〈

る
。

　

一
般
に
、
少
数
民
族
の
子
供
た
ち
は
民
族
学
校
に
通
い
、
漢
族
の
子
供

た
ち
は
漢
族
学
校
に
通
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
一
部
に
、
漢
族
学
校
に
通

う
少
数
民
族
の
子
供
も
い
る
。
幼
少
期
か
ら
漢
族
学
校
で
勉
強
し
、
高
校

卒
業
後
に
中
国
語
の
大
学
入
学
試
〉
6
〈

験
を
受
験
す
る
少
数
民
族
の
受
験
生
は

「
民
考
漢
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
小
学
校
か
ら
民
族
学

校
に
通
い
、
高
校
卒
業
後
に
民
族
言
語
の
大
学
入
試
を
受
け
る
受
験
生
は

「
民
考
民
」
と
呼
ば
れ
る
。
改
革
開
放
が
進
む
に
つ
れ
て
、
一
九
九
〇
年

代
初
め
か
ら
、
民
考
漢
の
人
数
は
以
前
よ
り
多
く
な
っ
て
い
〉
7
〈

る
。
民
考
漢

の
学
生
は
言
語
的
に
優
位
に
あ
る
た
め
、
進
学
、
就
職
お
よ
び
職
務
の
昇

進
な
ど
に
お
い
て
、
民
考
民
の
学
生
よ
り
競
争
力
が
あ
る
。
職
場
で
も
優

位
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
影
響
力
は
民
考
民
出
身
者
よ

り
も
大
き
い
。
民
考
漢
は
、
人
数
的
に
ま
だ
少
数
だ
が
、
民
考
民
と
比
べ

て
、
言
語
、
文
化
的
な
帰
属
、
民
族
心
理
、
結
婚
家
族
な
ど
に
お
い
て
独

自
の
特
色
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
社
会
的
要
因
に
つ
い
て
み
て
も
、
民
考

漢
と
民
考
民
と
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ら
の
差
異
に
起
因
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
希
日
娜
依
・
買
蘇
提
は
一
九
九

八
年
三
月
〜
二
〇
〇
〇
年
五
月
に
か
け
て
、
ウ
ル
ム
チ
市
在
住
の
一
部
の

ウ
イ
グ
ル
人
の
民
考
漢
と
民
考
民
を
対
象
に
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
行
い
、

そ
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
民
考
漢
の
出
現
と
展
開
、
民
考
漢
の
言
語
使
用

の
状
況
、
民
考
漢
の
結
婚
観
、
他
民
族
の
民
考
漢
へ
の
見
方
な
ど
の
問
題

に
つ
い
て
幾
本
か
の
論
〉
8
〈

文
を
発
表
し
た
。

　

民
考
漢
現
象
は
二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
研
究
者
ら
の
関
心
を
集
め
、
関

連
の
論
文
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
李
暁
霞
﹇2000

﹈
は
、
少
数
民
族
の
学
生
が
漢
族
学
校
に
入
学

す
る
現
状
と
発
展
状
況
な
ど
を
説
明
し
た
。
漢
族
学
校
に
入
学
し
て
勉
強

す
る
少
数
民
族
が
急
激
に
増
加
す
る
と
少
数
民
族
の
母
語
を
喪
失
す
る
心

配
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
子
供
の
学
校
選
択
を
迫
ら
れ
た
親
は
、
漢
族
学

校
か
民
族
学
校
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
べ
き
か
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え

る
。
李
暁
霞
は
、
漢
族
学
校
に
入
る
か
ど
う
か
は
本
人
の
意
思
を
尊
重
す

べ
き
で
、
政
府
と
し
て
も
必
要
な
設
備
を
提
供
す
べ
き
で
あ
る
が
、
政
策

的
な
誘
導
な
し
に
自
然
の
成
り
行
き
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、と
す
る
。

　

ま
た
奥
邁
尓
・
地
木
拉
提
﹇2001

﹈
は
、
言
語
使
用
、
民
族
意
識
、
民

族
感
情
、
民
族
文
化
、
そ
し
て
結
婚
家
族
な
ど
の
方
面
か
ら
、
新
疆
の

「
民
考
漢
」
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
「
民
考
俄
」（
ロ
シ
ア
語
で
学
ぶ
非
ロ
シ

ア
〉
9
〈

人
）
の
簡
単
な
比
較
を
行
っ
た
。
郭
衛
東
と
黄
莉
﹇2007

﹈
は
、
そ
の

調
査
に
よ
る
と
、
民
考
漢
学
生
の
学
習
成
績
は
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ

て
、
漢
族
学
校
の
全
体
的
な
レ
ベ
ル
と
の
差
が
次
第
に
縮
小
す
る
傾
向
に

あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
民
考
漢
学
生
は
漢
族
学
校
に
お
い
て
、
適
応
能

力
が
徐
々
に
向
上
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
米
海
古
麗
・
司
馬
義

﹇2008

﹈
は
、
社
会
言
語
学
の
角
度
か
ら
ウ
イ
グ
ル
人
民
考
漢
の
間
の
言

語
記
号
転
換
機
能
の
分
析
を
行
い
、
全
部
で
八
種
類
の
言
語
記
号
転
換
の

現
象
と
機
能
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
祖
力
亜
提
・
司
馬
義
﹇2009

﹈
は
、

社
会
学
的
な
視
点
か
ら
新
疆
の
民
考
漢
と
い
う
特
殊
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
（
中
国
語
で
「
認
同
感
」）
の
形
成
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
の
論
文

で
は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
民
考
漢
の
中
国
文
化
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

お
よ
び
族
群
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
二
重
に
強
化
さ
れ
た
と
指
摘
す
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る
。
す
な
わ
ち
、
民
考
漢
と
い
う
群
体
（
グ
ル
ー
プ
）
の
文
化
的
な
特
徴

が
弱
ま
っ
た
こ
と
は
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
消
滅
に
つ
な
が
る
と

は
限
ら
な
い
、
と
す
る
。
日
本
で
も
民
考
漢
に
関
す
る
研
究
論
文
と
し

て
、
坂
元
・
希
日
娜
依
﹇2006

﹈、
藤
山
﹇2010

﹈
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
一
九
九
八
年
三
月
〜
二
〇
〇
〇
年
五
月
に
か
け
て
ウ
ル
ム

チ
市
で
計
四
〇
〇
名
の
ウ
イ
グ
ル
人
「
民
考
漢
」
と
「
民
考
民
」
に
対
し

て
行
っ
た
調
査
の
デ
ー
タ
と
資
料
を
用
い
て
、
ま
ず
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
に
特
有
の
群
体
で
あ
る
民
考
漢
と
い
う
概
念
お
よ
び
そ
の
発
展
に
つ
い

て
述
べ
、
次
に
民
考
漢
の
母
語
使
用
能
力
お
よ
び
中
国
語
使
用
能
力
へ
の

自
己
評
価
、
民
考
漢
の
言
語
使
用
状
況
に
つ
い
て
論
じ
、
さ
ら
に
結
婚
・

家
族
意
識
、
ウ
イ
グ
ル
人
と
漢
族
の
視
点
か
ら
見
た
民
考
漢
な
ど
を
系
統

的
に
取
り
あ
げ
て
分
析
す
る
。
民
考
漢
の
研
究
は
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
に
お
け
る
民
族
教
育
の
多
元
的
な
発
展
、
継
承
お
よ
び
民
族
の
文
化
の

発
展
、
異
な
る
民
族
の
文
化
と
の
触
れ
合
い
、
交
流
な
ど
の
問
題
を
研
究

す
る
う
え
で
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
の
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
た
の

は
以
下
の
よ
う
な
背
景
と
か
か
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年

代
以
降
、
新
疆
で
は
西
部
大
開
発
に
よ
り
漢
族
が
さ
ら
に
大
量
に
流
入
す

る
よ
う
に
な
り
、
少
数
民
族
に
と
っ
て
は
「
中
国
語
能
力
」
で
劣
る
と
雇

用
で
も
不
利
と
な
る
事
態
が
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
っ
て
い
っ
た
。
新
疆
に

お
け
る
漢
族
の
人
口
は
、
一
九
四
九
年
に
三
〇
万
人
で
あ
っ
た
の
が
、
一

五
年
後
の
一
九
六
四
年
に
は
二
三
〇
万
人
、
五
〇
年
後
の
一
九
九
九
年
に

は
六
八
七
万
人
、
六
〇
年
後
の
二
〇
〇
九
年
に
は
八
〇
〇
万
人
以
上
と

な
っ
て
い
る
。
ウ
イ
グ
ル
語
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
社
会
に
お
い
て
、
ま
だ
家

庭
の
日
常
生
活
を
は
じ
め
と
し
て
支
配
的
な
地
位
を
維
持
し
て
お
り
、
ウ

イ
グ
ル
人
同
士
で
は
ウ
イ
グ
ル
語
を
用
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
政

治
的
な
場
面
や
都
市
に
お
け
る
社
会
生
活
の
面
で
は
、
漢
語
の
使
用
が
優

先
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
政
策
的
な
移
住
に
よ
り
漢
族
の
人
口
が
増
加

し
、
政
治
面
・
経
済
面
で
優
位
に
立
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
近

年
で
は
、
就
職
を
有
利
に
す
る
必
要
性
か
ら
、
漢
語
の
習
得
が
ウ
イ
グ
ル

人
の
間
で
重
視
さ
れ
て
い
る
。
政
府
の
言
語
政
策
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
民

族
学
校
に
お
け
る
漢
語
教
育
は
、
建
国
後
に
開
始
さ
れ
、
七
〇
年
代
か
ら

普
及
が
展
開
さ
れ
、
八
〇
年
代
か
ら
強
化
さ
れ
〉
10
〈
た
。
さ
ら
に
ウ
イ
グ
ル
人

の
就
職
状
況
を
改
善
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
、
ま
す
ま
す
漢
語
教
育

の
導
入
を
進
め
た
。
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、「
民
族
区
域
自
治

法
」
が
改
正
さ
れ
、
双
語
教
〉
11
〈

育
の
開
始
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
な
ど
、

教
育
の
場
に
お
け
る
言
語
政
策
と
状
況
は
急
速
に
変
容
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
背
景
の
下
、
漢
語
学
校
に
通
う
民
考
漢
の
子
供
た
ち
は
ま
す
ま
す

増
え
て
お
り
、
今
後
ウ
イ
グ
ル
人
社
会
に
お
い
て
主
な
集
団
を
形
成
し
て

い
く
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
民
考

漢
は
進
学
、
就
職
お
よ
び
職
務
の
昇
進
な
ど
社
会
的
な
ス
テ
ー
タ
ス
の
面

に
お
い
て
多
く
の
成
功
を
遂
げ
て
い
る
一
方
で
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
う
し
た
情
況
に
つ
い
て
今
後
さ
ら
に

追
跡
調
査
を
行
う
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る
が
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇

〇
年
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
そ
の
過
度
期
の
時
代
を
と
ら

え
る
意
味
が
あ
り
、
本
稿
で
は
、
意
図
し
て
そ
の
時
代
に
焦
点
を
当
て
て

い
る
。

　

ウ
ル
ム
チ
市
を
調
査
地
と
し
て
選
ん
だ
理
由
は
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
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区
の
人
民
政
府
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
漢
族
が
中
心
の
多
民
族
居
住
の
都

市
だ
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
の
統
計
に
よ
る
と
、
ウ
ル
ム
チ
市
の
総

人
口
数
は
二
三
六
万
五
〇
〇
人
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
人
口
は
二
九
万
九
一
〇

〇
人
、
漢
族
の
人
口
は
一
七
二
万
三
四
〇
〇
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
総
人
口
の

一
二
・
七
％
と
七
三
・
〇
％
を
占
め
〉
12
〈

る
。
ウ
ル
ム
チ
市
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
子

供
を
漢
族
学
校
に
入
学
さ
せ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校

と
職
場
で
民
考
漢
が
見
ら
れ
る
。
調
査
の
期
間
と
条
件
に
制
限
が
あ
る
た

め
、
ウ
ル
ム
チ
市
の
ウ
イ
グ
ル
人
の
民
考
漢
を
調
査
対
象
と
し
て
確
定
し

た
。
民
考
漢
と
い
う
概
念
は
漢
族
学
校
教
育
を
受
け
る
ウ
イ
グ
ル
人
、
カ

ザ
フ
人
、
モ
ン
ゴ
ル
人
、
キ
ル
ギ
ス
人
、
タ
ジ
ク
人
、
ウ
ズ
ベ
ク
人
、
シ

ボ
人
、
ダ
フ
ー
ル
人
、
タ
タ
ー
ル
人
、
チ
ベ
ッ
ト
人
、
ロ
シ
ア
人
な
ど
一

一
の
少
数
民
族
に
存
在
す
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
中
で
ウ
ル
ム
チ
市
の

ウ
イ
グ
ル
人
の
民
考
漢
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
　
民
考
漢
と
は
何
か

㈠　
民
考
漢
の
概
念

　
「
民
考
漢
」
と
は
、
少
数
民
族
の
言
語
、
中
国
語
、
そ
し
て
そ
れ
ら
言

語
に
よ
る
大
学
入
試
と
関
係
が
あ
る
。
民
考
漢
と
は
、
新
疆
の
ウ
イ
グ
ル

人
、
カ
ザ
フ
人
、
モ
ン
ゴ
ル
人
、
キ
ル
ギ
ス
人
、
タ
ジ
ク
人
、
ウ
ズ
ベ
ク

人
、
シ
ボ
人
、
ダ
フ
ー
ル
人
、
タ
タ
ー
ル
人
、
チ
ベ
ッ
ト
人
、
ロ
シ
ア
人

な
ど
一
一
の
少
数
民
族
の
う
ち
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
校
は
漢
族
学
校

で
教
育
を
受
け
、
高
校
卒
業
後
、
全
国
統
一
の
中
国
語
に
よ
る
大
学
入
〉
13
〈

試

を
受
け
る
学
生
の
こ
と
を
指
す
。

　

民
考
漢
と
い
う
言
葉
は
一
九
八
二
年
か
ら
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
新
疆
学
生
募
集
二
十
年
」
に
は
、
一
九
七
七
〜
一
九
九
七
年
の

「
新
疆
高
校
学
生
募
集
業
務
の
ま
と
め
」
な
ど
二
〇
篇
が
収
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
一
九
七
七
〜
一
九
八
一
年
の
も
の
に
は
「
中
国
語
入
試
に

参
加
す
る
少
数
民
族
受
験
生
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
民

考
漢
」
と
い
う
語
彙
は
一
九
八
二
年
に
初
め
て
使
用
さ
れ
た
。
一
九
九
八

年
、
崔
師
憲
は
「
学
生
募
集
計
画
の
体
制
の
改
革
と
発
展
」
と
い
う
論
文

に
お
い
て
、
民
考
漢
と
は
ウ
イ
グ
ル
人
、
カ
ザ
フ
人
、
モ
ン
ゴ
ル
人
、
キ

ル
ギ
ス
人
、
タ
ジ
ク
人
、
ウ
ズ
ベ
ク
人
、
シ
ボ
人
、
ダ
フ
ー
ル
人
、
タ

タ
ー
ル
人
、
チ
ベ
ッ
ト
人
、
ロ
シ
ア
人
な
ど
一
一
の
民
族
の
中
で
、
小
・

中
学
校
で
は
中
国
語
で
勉
強
し
、
高
校
卒
業
の
後
、
中
国
語
の
大
学
入
試

に
参
加
す
る
受
験
生
で
あ
〉
14
〈

る
と
し
て
、
初
め
て
定
義
づ
け
た
。
そ
れ
以

降
、
民
考
漢
と
い
う
言
葉
が
次
第
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は

漢
族
学
校
で
勉
強
す
る
少
数
民
族
の
学
生
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て
定
着

し
た
。

　

民
考
漢
に
は
二
種
類
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、
小
学
校
よ
り
漢
族
学
校
で

勉
強
し
、
高
校
卒
業
後
中
国
語
で
の
大
学
入
試
に
通
っ
て
大
学
で
勉
強

し
、
卒
業
後
就
職
す
る
学
生
で
あ
る
。
二
つ
目
は
小
学
校
か
ら
漢
族
学
校

で
勉
強
し
、
中
学
校
ま
た
は
高
校
卒
業
後
す
ぐ
に
就
職
す
る
学
生
で
あ

る
。
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
一
部
の
期
間
を
漢
族
学
校
で
勉
強
し
、
小

学
校
ま
た
は
中
学
校
を
卒
業
後
に
民
族
学
校
に
転
校
し
て
、
高
校
卒
業

後
、
民
族
言
語
の
大
学
入
試
を
受
け
る
事
例
に
つ
い
て
は
本
稿
の
研
究
の

対
象
と
し
て
い
な
〉
15
〈

い
。
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㈡　
民
考
漢
の
発
展

　

一
九
五
〇
年
代
中
後
期
に
は
民
考
漢
は
少
数
で
あ
っ
た
。
新
疆
大
学
を

退
職
し
た
教
員
（
女
性
）
は
五
歳
の
時
に
両
親
と
一
緒
に
蘭
州
に
行
き
、

そ
こ
の
漢
族
学
校
に
通
っ
た
。
こ
の
教
員
の
記
憶
に
よ
る
と
、
五
〇
年
代

の
民
考
漢
の
数
は
確
か
に
多
く
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
五

六
年
、
五
年
生
の
時
に
新
疆
に
戻
り
、
ウ
ル
ム
チ
市
立
第
二
十
小
学
校
、

ウ
ル
ム
チ
市
第
一
中
学
校
（
ウ
ル
ム
チ
一
中
）、
第
六
中
学
校
（
六
中
）

と
第
十
四
中
学
校
（
十
四
中
）
な
ど
民
漢
合
校
の
中
国
語
ク
ラ
ス
で
学
ん

だ
。
一
九
六
三
年
高
校
卒
業
後
、
新
疆
大
学
中
国
語
学
部
の
中
国
語
ク
ラ

ス
に
入
っ
た
。
一
中
で
学
ん
だ
当
時
、
彼
女
以
外
に
も
う
一
人
、
中
学
二

年
の
ウ
イ
グ
ル
人
の
学
生
が
い
た
。
六
中
と
十
四
中
に
在
籍
し
て
い
た
時

に
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
学
生
は
彼
女
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
。

　

六
〇
年
代
に
入
り
、
民
考
漢
の
人
数
は
次
第
に
増
え
た
。
奥
邁
尓
・
地

木
拉
提
に
よ
れ
ば
、
六
〇
年
代
初
頭
に
漢
族
学
校
に
通
っ
た
初
期
の
少
数

民
族
の
学
生
た
ち
は
、
中
学
校
・
高
校
の
教
育
を
終
え
、
さ
ら
に
就
学
す

る
た
め
に
自
治
区
内
ま
た
は
内
陸
で
大
学
に
入
っ
た
。
大
学
に
入
ら
な

か
っ
た
学
生
た
ち
は
、
社
会
に
出
て
、
中
国
語
と
い
う
言
語
能
力
で
就
職

し
、
国
の
幹
部
ま
た
は
工
場
労
働
者
に
な
っ
〉
16
〈
た
。
一
九
六
四
年
に
自
治
区

教
育
庁
は
、
新
疆
大
学
付
属
中
学
校
（
新
大
付
中
）、
イ
ー
ニ
ン
市
第
六

中
学
校
（
イ
ー
ニ
ン
六
中
）、
カ
シ
ュ
ガ
ル
第
二
中
学
校
（
カ
シ
ュ
ガ
ル

二
中
）、
ウ
ル
ム
チ
市
第
六
中
学
校
（
ウ
ル
ム
チ
六
中
）
な
ど
、
中
国
語

で
授
業
す
る
四
つ
の
学
校
に
お
い
て
、
少
数
民
族
向
け
に
中
国
語
で
教
え

る
ク
ラ
ス
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
一
九
六
五
年
ウ
ル
ム
チ
六
中

で
は
初
級
中
学
で
試
験
的
に
二
つ
の
少
数
民
族
ク
ラ
ス
を
設
置
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
ク
ラ
ス
の
担
当
者
を
編
成
す
る
際
に
配
慮
が
な
さ
れ
、
民
族

ク
ラ
ス
の
学
生
の
た
め
に
「
人
民
補
助
金
」
も
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の

後
、
少
数
民
族
の
子
供
は
直
接
漢
族
学
校
に
通
う
人
数
が
増
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
漢
族
学
校
を
卒
業
し
て
も
進
学
で
き
な
か
っ
た
学
生
の
う
ち
、

大
部
分
は
後
に
通
訳
者
に
な
っ
〉
17
〈

た
。
一
九
七
〇
年
三
月
、
自
治
区
革
命
委

員
会
の
「
自
治
区
に
お
け
る
「
農
牧
区
中
小
学
校
教
育
大
綱
」
試
行
に
関

す
る
通
知
」
は
、
条
件
が
揃
っ
た
民
族
中
学
校
で
は
必
要
に
応
じ
て
中
国

語
ク
ラ
ス
を
附
設
す
る
こ
と
が
で
き
、
中
国
語
ク
ラ
ス
は
民
族
学
生
を
募

集
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
規
定
し
〉
18
〈

た
。
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
初
頭
に

か
け
て
、
政
府
の
政
策
的
な
誘
導
に
よ
り
、
民
考
漢
の
人
数
は
次
第
に
増

加
し
た
。

　

八
〇
年
代
に
な
る
と
、
よ
り
多
く
の
少
数
民
族
の
学
生
を
内
陸
の
中
国

語
で
教
え
る
高
校
で
勉
強
さ
せ
、
少
数
民
族
の
人
材
育
成
を
進
め
る
た
め

に
、
自
治
区
教
育
庁
は
一
九
八
四
年
七
月
に
「
民
族
学
生
が
中
国
語
の
小

学
校
、
中
学
校
で
勉
強
す
る
時
の
い
く
つ
か
事
項
の
通
知
」
を
伝
達

し
〉
19
〈

た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
よ
り
多
く
の
少
数
民
族
の
学
生
を
漢
族
学
校

に
入
学
さ
せ
、
さ
ら
に
進
学
さ
せ
る
条
件
を
示
し
て
い
た
。
他
に
民
考
漢

は
大
学
入
試
に
お
け
る
合
否
判
定
時
に
も
一
貫
し
て
政
府
の
優
遇
措
置
を

受
け
て
き
た
。「
自
治
区
教
育
局
一
九
八
〇
年
新
入
生
募
集
業
務
の
追
加

規
定
」
の
第
五
条
で
は
、「
党
の
民
族
政
策
を
真
剣
に
実
行
し
、
積
極
的

に
各
民
族
の
人
材
を
選
抜
、
育
成
す
る
た
め
、
中
国
語
の
大
学
統
一
入
試

の
時
に
ウ
イ
グ
ル
人
、
カ
ザ
フ
人
、
モ
ン
ゴ
ル
人
、
キ
ル
ギ
ス
人
、
タ
ジ

ク
人
、
ウ
ズ
ベ
ク
人
、
シ
ボ
人
、
ダ
フ
ー
ル
人
、
タ
タ
ー
ル
人
、
チ
ベ
ッ



286

ト
人
、
ロ
シ
ア
人
な
ど
少
数
民
族
の
受
験
生
に
対
し
て
、
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ

ン
と
合
格
基
準
点
を
下
げ
る
」
と
明
確
に
し
て
い
る
。
一
九
八
四
年
か
ら

一
九
九
七
年
に
か
け
て
、
合
格
基
準
点
は
八
〇
〜
一
五
〇
点
下
げ
ら
れ

た
。
ま
た
漢
族
の
受
験
生
と
同
等
の
条
件
の
場
合
に
は
、
少
数
民
族
の
学

生
が
優
先
さ
れ
〉
20
〈

た
。
つ
ま
り
、
大
学
、
大
専
の
入
学
者
を
選
考
す
る
際
、

民
考
漢
は
優
遇
政
策
を
受
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
六
年
に
実
験
学

校
の
民
考
漢
は
文
系
、
理
系
の
受
験
生
を
合
わ
せ
て
一
二
名
（
男
性
六

名
、
女
性
六
名
）
お
り
、
そ
の
全
員
が
ウ
イ
グ
ル
人
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち

の
二
名
が
自
治
区
内
の
新
大
和
医
学
院
に
合
格
し
た
ほ
か
、
他
の
全
員
が

内
陸
の
大
学
に
合
格
し
た
。
内
訳
は
清
華
大
学
に
一
名
、
上
海
交
通
大
学

に
四
名
、
北
京
対
外
経
済
貿
易
大
学
に
二
名
、
北
京
師
範
大
学
、
中
央
民

族
学
院
と
西
北
民
族
学
院
に
も
各
一
名
ず
つ
合
格
し
〉
21
〈

た
。
前
述
の
政
策
的

な
誘
導
が
あ
っ
た
一
方
、
社
会
の
発
展
に
つ
れ
て
、
新
疆
の
少
数
民
族
自

身
に
と
っ
て
も
、
中
国
語
を
習
得
す
る
重
要
性
が
日
増
し
に
顕
著
に
な
っ

た
。
国
内
外
の
情
報
や
新
し
い
科
学
技
術
の
学
習
、
ま
た
職
業
活
動
や
、

職
務
の
遂
行
な
ど
に
お
い
て
、
中
国
語
は
重
要
な
道
具
に
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
民
考
漢
の
人
数
は
ウ
ル
ム
チ
市
で
増
加
し
た
だ
け
で
な
く
、
ウ
イ

グ
ル
人
が
多
く
居
住
す
る
南
疆
（
南
新
〉
22
〈

疆
）
地
区
で
も
増
え
る
傾
向
を
示

し
〉
23
〈
た
。

　

民
考
漢
に
対
す
る
認
識
の
広
が
り
に
伴
い
、
民
考
漢
の
人
数
は
増
加
し

た
。
少
数
民
族
の
子
供
を
漢
族
学
校
に
通
わ
せ
る
た
め
に
、
政
府
は
誘
導

的
な
政
策
を
実
施
し
た
。
次
に
、
高
等
学
校
は
学
生
を
募
集
す
る
際
、
優

遇
政
策
の
実
施
に
よ
っ
て
民
考
漢
の
進
学
を
保
障
し
た
。
他
に
、
中
国
の

社
会
経
済
が
発
展
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
新
疆
の
少
数
民
族
に
も
中
国
語

を
習
得
す
る
重
要
性
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
特
に
、
大
中
規
模
の
都
市

で
は
中
国
語
の
言
語
レ
ベ
ル
が
、
仕
事
の
獲
得
に
は
強
く
影
響
す
る
。
民

考
漢
は
中
国
語
の
習
得
と
い
う
言
語
的
な
優
位
に
よ
り
、
民
考
民
よ
り
幅

広
い
就
職
の
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
近
年
ま
す
ま
す

多
く
の
少
数
民
族
の
家
庭
で
、
自
分
の
子
供
を
漢
族
学
校
に
通
わ
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

二
　
民
考
漢
の
言
語
使
用
状
況

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
は
多
民
族
が
居
住
し
て
お
り
、
多
言
語
、
多
文

字
の
地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
民
族
間
の
人
的
な
交
流

は
双
語
（
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
）
現
象
を
形
成
す
る
社
会
環
境
に
な
っ
た
。
民

族
間
の
交
流
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
文
化
、
宗
教
信
仰
、
風
俗
習
慣
か
ら
言

語
に
い
た
る
ま
で
、
民
族
の
間
に
は
親
近
感
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

民
族
間
の
交
流
が
双
語
が
必
要
と
さ
れ
る
素
地
と
な
り
、
多
言
語
を
使
用

す
る
状
況
が
現
れ
〉
24
〈

た
。

　

ウ
イ
グ
ル
人
の
言
語
使
用
の
状
況
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
日
常
生
活

の
中
で
自
然
に
中
国
語
を
習
得
、
ま
た
は
学
校
の
中
国
語
教
育
を
通
し
て

中
国
語
を
習
得
す
る
状
況
で
あ
る
。
ウ
イ
グ
ル
人
で
中
国
語
に
精
通
す
る

双
語
の
人
は
主
に
都
市
に
集
中
し
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
が

他
の
少
数
民
族
と
雑
居
す
る
な
か
で
、
他
民
族
の
言
語
も
習
得
す
る
状
況

で
あ
〉
25
〈

る
。

　

民
考
漢
は
子
供
の
頃
か
ら
漢
族
学
校
で
勉
強
し
、
長
年
に
わ
た
り
漢
族

と
接
し
て
き
た
た
め
、
中
国
語
の
能
力
が
高
い
。
彼
ら
の
ウ
イ
グ
ル
語
と

中
国
語
を
習
得
す
る
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ま
た
ウ
イ
グ
ル
語
と



表１　民考漢の母語と中国語能力への自己評価

母語能力 人数 ％ 中国語能力 人数 ％
書けないし話せない 　1 0.6 同年齢の漢族と同じ  77 46.4

話せるが書けない  86 51.8 比較的高いが漢族に及ばない  11 6.6

話せるし書ける  73 44.0 普　通 　8 4.8

書けないし口頭での表現能力も高くない 　6 3.6 普通の漢族より高い  70 42.2

合　計 166 100.0 合　計 166 100.0

出所：希日娜依・買蘇提［2001：62］。
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中
国
語
を
使
用
す
る
際
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
、
母
語
（
ウ

イ
グ
ル
語
）
と
中
国
語
に
対
す
る
言
語
態
度
（
言
語
態
度
と
は
、
個
人
の

あ
る
言
語
の
価
値
に
対
す
る
評
価
お
よ
び
そ
の
行
動
の
傾
向
を
指
す
。
㈣

に
後
述
）
に
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
な
ど
の
問
題
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
先
に
述
べ
た
一
九
九
八
年
三
月
か
ら
二
〇
〇
〇
年
五
月
に

行
っ
た
調
査
に
お
い
て
個
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
、
日
常
生
活
を
観
察

し
、
彼
ら
の
言
語
能
力
や
言
語
使
用
習
慣
、
言
語
態
度
な
ど
の
状
況
を
調

査
し
た
。

㈠　
民
考
漢
の
母
語
能
力
と
中
国
語
能
力

１　
母
語
能
力
に
対
し
て
の
自
己
評
価

　

表
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
五
一
・
八
％
は
母
語
を
話
せ
る
が
、
書
く

こ
と
は
で
き
な
い
と
答
え
た
。
四
四
％
は
母
語
を
書
き
、
ま
た
話
す
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
一
部
の
者
は
、
読
め
る
が
書
く
こ
と
は
で
き
な
い

と
回
答
し
た
。
三
・
六
％
は
書
く
こ
と
が
で
き
ず
、
話
す
こ
と
も
難
し
い

と
述
べ
た
。

２　
中
国
語
能
力
へ
の
自
己
評
価

　

同
じ
く
表
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
四
二
・
二
％
は
自
ら
の
中
国
語
能

力
が
普
通
の
漢
族
よ
り
高
い
と
答
え
た
。
四
六
・
四
％
は
自
分
の
中
国
語

の
能
力
は
同
年
齢
の
漢
族
と
同
じ
だ
と
述
べ
た
。
六
・
六
％
は
自
分
の
中

国
語
能
力
は
高
い
が
、
漢
族
に
は
及
ば
な
い
と
述
べ
た
。
自
分
の
中
国
語

の
能
力
は
普
通
だ
と
答
え
た
人
は
わ
ず
か
四
・
八
％
で
あ
る
。
以
上
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、
民
考
漢
と
い
う
群
体
は
自
分
の
中
国
語
能
力
に
対
し
て

の
評
価
は
高
い
と
い
え
る
。

　

調
査
の
結
果
か
ら
、
八
三
・

六
％
の
民
考
漢
は
入
学
す
る
前

に
あ
る
程
度
中
国
語
を
習
得
し

て
い
る
。
そ
の
う
ち
少
し
な
ら

中
国
語
が
理
解
で
き
る
の
は
三

七
・
三
％
で
あ
る
。
中
国
語
が

母
語
よ
り
も
上
手
な
の
は
二

〇
・
四
％
で
あ
る
。
中
国
語
と

母
語
が
大
体
同
じ
レ
ベ
ル
な
の

は
二
五
・
九
％
で
あ
る
。
一
六
・

二
％
は
中
国
語
を
全
く
理
解
で

き
な
い
。
こ
れ
ら
の
民
考
漢
の

三
六
・
七
％
は
、
学
校
に
入
る

前
に
幼
稚
園
の
中
国
語
ク
ラ
ス

に
入
っ
て
い
た
。
一
八
・
六
％

は
民
漢
混
合
ク
ラ
ス
に
入
っ
て

い
た
。
教
師
は
主
に
漢
族
で
あ

る
た
め
中
国
語
の
上
達
が
早

い
。
四
・
八
％
は
民
族
ク
ラ
ス

に
入
っ
て
い
た
。
残
り
の
三

七
・
九
％
は
幼
稚
園
に
行
っ
て

い
な
〉
26
〈

い
。
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３　
民
考
漢
の
母
語
と
中
国
語
の
能
力

　

前
述
の
調
査
結
果
か
ら
、
民
考
漢
の
う
ち
半
分
の
母
語
能
力
は
口
頭
表

現
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
、
民
族
言
語
の
文
字
を
読
む
こ
と
も
書
く
こ
と

も
で
き
な
い
こ
と
を
把
握
し
た
。
口
頭
表
現
の
能
力
は
人
に
よ
っ
て
差
異

が
あ
る
。
少
数
の
者
は
流
暢
な
母
語
で
話
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

日
常
的
な
会
話
し
か
で
き
な
い
者
も
い
る
。
ま
た
日
常
会
話
で
さ
え
上
手

に
は
行
え
な
い
者
も
い
る
。
母
語
を
完
全
に
理
解
で
き
な
い
人
は
ご
く
わ

ず
か
で
あ
る
。
中
国
語
の
能
力
は
平
均
的
な
漢
族
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
民
考
漢
の
中
国
語
の
能
力
は
、
母
語
よ
り
は
る
か
に
高
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

㈡　
民
考
漢
の
言
語
使
用
状
況
の
基
本
パ
タ
ー
ン

　

⑴　

言
語
使
用
の
熟
練
度
に
よ
り
、
双
〉
27
〈

語
熟
練
型
と
第
二
言
語
熟
練
型

に
分
か
れ
る
。

　

双
語
熟
練
型
と
は
母
語
と
中
国
語
を
同
じ
よ
う
に
上
手
に
話
せ
る
者
を

指
す
。
民
考
漢
の
中
で
は
双
語
熟
練
型
は
少
な
い
。
第
二
言
語
熟
練
型
と

は
母
語
は
あ
ま
り
上
手
で
は
な
い
が
、
中
国
語
は
か
な
り
上
手
に
話
せ
る

者
を
指
す
。
民
考
漢
の
中
で
は
、
中
国
語
の
レ
ベ
ル
が
母
語
の
レ
ベ
ル
よ

り
も
高
い
人
が
大
多
数
を
占
め
る
。

　

⑵　

習
得
し
た
言
語
の
種
類
に
よ
り
、双
語
型
と
多
語
型
に
分
か
れ
る
。

　

双
語
型
は
主
に
二
つ
の
言
語
に
同
時
に
精
通
す
る
者
を
指
す
。
ウ
ル
ム

チ
で
は
、
大
部
分
の
民
考
漢
は
母
語
以
外
に
中
国
語
も
話
せ
る
。
多
語
型

と
は
二
種
類
以
上
の
言
語
に
同
時
に
精
通
す
る
者
を
指
す
。
民
考
漢
の
中

に
は
、
ウ
イ
グ
ル
語
と
中
国
語
以
外
の
少
数
民
族
の
言
語
ま
た
は
外
国
語

（
英
語
、
日
本
語
、
ロ
シ
ア
語
な
ど
）
を
話
す
こ
と
が
で
き
る
人
も
い
る
。

　

⑶　

習
得
し
た
言
語
に
よ
り
、
双
語
単
文
型
ま
た
は
双
語
双
文
型
に
分

か
れ
る
。

　

双
語
単
文
型
と
は
二
種
類
の
言
語
の
口
頭
表
現
と
ど
ち
ら
か
一
種
類
の

言
語
の
文
字
に
精
通
す
る
者
を
指
す
。
半
分
以
上
の
民
考
漢
は
中
国
語
の

文
字
は
習
得
し
た
が
、
母
語
能
力
は
口
頭
表
現
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ウ
イ
グ
ル
文
字
は
読
む
こ
と
も
書
く
こ
と
も
で
き
な

い
。
双
語
双
文
型
と
は
二
種
類
の
言
語
の
口
頭
表
現
お
よ
び
書
面
の
文
字

に
も
同
時
に
精
通
す
る
者
を
指
す
。
双
文
型
に
属
す
る
民
考
漢
は
数
少
な

い
。
そ
し
て
二
種
類
の
言
語
お
よ
び
文
字
の
熟
練
度
に
も
差
が
あ
る
。
一

般
的
に
普
段
よ
く
使
う
言
語
の
文
字
は
も
う
一
方
の
言
語
の
文
字
よ
り
熟

練
度
が
高
い
。

　

⑷　

双
語
の
使
用
機
能
に
よ
り
、並
列
型
と
相
互
補
完
型
に
分
か
れ
る
。

　

並
列
型
と
は
使
用
機
能
か
ら
見
て
二
種
類
の
言
語
間
に
明
ら
か
な
差
は

な
い
。
い
か
な
る
場
面
で
も
ど
ち
ら
か
一
種
類
を
自
在
に
使
用
で
き
る
。

こ
の
パ
タ
ー
ン
の
民
考
漢
は
ウ
ル
ム
チ
市
で
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
相

互
補
完
型
と
は
二
種
類
の
言
語
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
機
能
を
果
た
し
て
い

る
。
ど
の
言
語
を
使
用
す
る
か
は
場
面
と
社
会
環
境
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

民
考
漢
は
普
通
、
家
庭
ま
た
は
自
分
の
民
族
メ
ン
バ
ー
と
交
際
す
る
場
合

に
は
ウ
イ
グ
ル
語
を
使
用
す
る
。
漢
族
と
交
際
す
る
時
、
ま
た
は
公
共
の

場
で
は
中
国
語
を
使
用
す
る
。

　

⑸　

言
語
習
得
の
ル
ー
ト
に
よ
り
、
非
自
然
双
語
（
非
自
然
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
）
型
、
自
然
双
語
（
自
然
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
）
型
と
混
合
型
に
分

か
れ
る
。



表２　民考漢の言語習慣

家族と交流する時の言語 人数 ％ 交流する時に最も便利な言語 人数 ％
母語を使う 77 46.4 母語 24 14.5

中国語を使う 3 1.8 中国語 40 24.1

母語をメインに中国語が混じる 69 41.6 母語と中国語が混じる 48 28.9

中国語をメインに
いくつか母語が混じる 17 10.2

どちらも同じ 52 31.3

回答なし 2 1.2

合　計 166 100.0 合　計 166 100.0

出所：希日娜依・買蘇提［2001：64］。
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非
自
然
双
語
型
と
は
、
第
二
言
語
を
習
得
す
る
環
境
に
は
な
い
が
、
学

習
や
交
際
な
ど
の
必
要
か
ら
、
系
統
的
な
教
育
伝
授
に
よ
り
第
二
言
語
を

習
得
し
た
者
を
指
す
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
ウ
ル
ム
チ
市
で
は
少
数
で
あ

る
。
自
然
双
語
型
は
、
第
二
言
語
を
習
得
す
る
よ
い
環
境
が
あ
り
、
頻
繁

に
接
触
す
る
中
で
第
二
言
語
を
自
然
に
習
得
で
き
、
学
校
で
正
式
に
系
統

的
な
勉
強
を
し
た
こ
と
が
な
い
者
を
指
す
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
ウ
ル
ム
チ

市
で
も
少
数
で
あ
る
。
混
合
型
は
、
以
上
の
二
種
類
が
互
い
に
混
合
し
て

補
い
合
う
も
の
を
指
す
。
接
触
の
中
で
自
然
に
習
得
す
る
こ
と
も
で
き
れ

ば
、
学
校
教
育
の
中
で
系
統
的
に
勉
強
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
パ

タ
ー
ン
が
ウ
ル
ム
チ
市
で
は
大
多
数
を
占
め
て
い
る
。

㈢　
交
際
に
お
け
る
民
考
漢
の
言
語
使
用
の
特
徴

　

学
校
教
育
と
社
会
で
の
一
般
的
な
交
際
の
範
囲
に
お
い
て
、
大
多
数
の

民
考
漢
の
中
国
語
の
レ
ベ
ル
は
母
語
よ
り
高
い
。
民
考
漢
は
自
分
の
民
族

と
の
密
接
な
交
際
は
大
学
に
入
っ
て
か
ら
、
社
会
に
出
て
か
ら
、
ま
た
は

結
婚
後
の
こ
と
に
な
る
。
そ
の
前
に
漢
族
と
よ
り
多
く
接
触
す
る
機
会
が

あ
る
。
民
考
漢
の
友
人
は
民
考
漢
と
漢
族
が
多
く
占
め
る
。
民
考
漢
は
交

流
し
あ
う
時
に
中
国
語
と
母
語
を
混
合
し
て
使
用
す
る
の
が
普
通
で
あ

る
。
そ
し
て
中
国
語
の
要
素
は
母
語
よ
り
多
い
。

　

民
考
漢
は
漢
族
と
会
話
す
る
時
に
中
国
語
を
使
っ
て
も
何
の
言
語
的
支

障
も
な
い
。
話
の
中
に
母
語
が
入
り
混
じ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
ウ
イ

グ
ル
人
と
会
話
す
る
時
に
は
普
通
、
ウ
イ
グ
ル
語
と
中
国
語
を
混
ぜ
て
話

す
。
ウ
イ
グ
ル
語
だ
け
ま
た
は
中
国
語
だ
け
で
会
話
す
る
人
も
い
る
。

　

表
2
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
家
族
と
交
流
す
る
時
に
、
圧
倒
的
多
数
の

民
考
漢
は
母
語
を
使
用
す
る

（
ま
た
は
少
し
中
国
語
の
語

彙
が
混
じ
る
）。
一
方
、
多

く
の
民
考
漢
の
母
語
能
力
は

中
国
語
に
及
ば
な
い
た
め
、

母
語
が
最
も
便
利
と
し
た
の

は
少
数
で
あ
る
。
母
語
の
能

力
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

　

民
考
漢
が
母
語
と
中
国
語

を
混
合
し
て
使
用
す
る
の
に

は
以
下
の
よ
う
な
状
況
が
あ

る
。

　

⑴　

ウ
イ
グ
ル
語
を
使
っ

て
い
る
が
、
文
中
に
中

国
語
の
語
彙
、
専
門
用

語
が
入
っ
て
い
る
。

　

⑵　

中
国
語
を
使
っ
て
い

る
が
、
文
中
に
ウ
イ
グ

ル
語
の
語
彙
が
入
っ
て

い
る
。

　

⑶　

ウ
イ
グ
ル
語
も
使
え

ば
、
中
国
語
も
使
う
。

例
え
ば
、
最
初
の
文
ま



表３　民考漢の母語学習に対する考え方

選択項目 人数 ％
非常に必要 124 74.7

必要  39 23.5

勉強してもしなくても同じ 　3 1.8

勉強する必要はない 　0 0.0

合　計 166 100.0

出所：希日娜依・買蘇提［2001：64］。
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た
は
前
の
い
く
つ
か
の
文
は
ウ
イ
グ
ル
語
で
、
あ
と
は
中
国
語
を
使

う
。
ま
た
は
そ
の
反
対
で
あ
〉
28
〈

る
。

㈣　
民
考
漢
の
言
語
態
度

　
「
言
語
態
度
と
は
、
個
人
の
あ
る
言
語
の
価
値
に
対
す
る
評
価
お
よ
び

そ
の
行
動
の
傾
向
を
指
す
。
認
識
、
情
感
と
意
向
の
三
つ
の
要
素
を
含

む
。
認
識
の
要
素
は
あ
る
言
語
に
対
す
る
認
識
、
理
解
お
よ
び
賛
成
か
反

対
か
を
指
す
。
情
感
の
要
素
は
言
語
的
感
情
、
好
き
ま
た
は
嫌
い
、
尊
重

ま
た
は
軽
視
な
ど
を
指
す
。
意
向
の
要
素
は
そ
の
言
語
に
対
す
る
行
動
の

傾
向
を
指
し
て
い
〉
29
〈

る
」
と
、
張
偉
は
述
べ
て
い
る
。

　

民
考
漢
の
言
語
態
度
と
は
、
母
語
（
ウ
イ
グ
ル
語
）
と
第
二
言
語
（
中

国
語
）
へ
の
態
度
を
指
す
。

　
「
ど
の
民
族
で
も
、
彼
ら
の
母
語
を
認
知
、
評
価
す
る
時
に
、
理
性
的

な
要
素
と
情
感
的
な
要
素
を
し
っ
か
り
と
織
り
交
ぜ
て
い
る
。
あ
る
時
、

情
感
的
な
要
素
の
働
き
は
理
性
的
な
要
素
よ
り
ず
っ
と
大
き
い
。
理
性
的

な
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
あ
る
一
部
の
少
数
民
族
の
言
語
の
交
際
機
能
は
ま

す
ま
す
限
ら
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
自
分
の
母
語
を
、
民
族
を
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
す
る
標
識
、
民
族
の
文
化
を
伝
承
す
る
キ
ャ
リ
ア
ー
と

し
て
見
な
す
時
に
、
ど
の
民
族
で
も
自
分
の
母
語
に
対
し
て
強
い
情
感
的

な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
得
る
。
一
つ
の
民
族
に
対
し
て
、
母
語
は
交
際

す
る
時
の
ツ
ー
ル
だ
け
で
は
な
く
、
民
族
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ァ
イ
す
る

象
徴
、
民
族
の
文
化
伝
承
の
キ
ャ
リ
ア
ー
、
民
族
情
感
の
拠
り
所
で
も

あ
〉
30
〈

る
」
と
万
明
鋼
は
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
民
考
漢
は
自
分
の
母
語

（
ウ
イ
グ
ル
語
）
と
中
国
語
に
対
し
て
ど
ん
な
態
度
を
持
っ
て
い
る
か
を

見
て
み
よ
う
。

１　
民
考
漢
の
母
語
（
ウ
イ
グ
ル
語
）
へ
の
態
度

　

民
考
漢
が
ウ
イ
グ
ル
語
を
習
得
す
る
た
め
の
学
習
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
母
語
へ
の
態
度
を
考
察

す
る
。
表
3
か
ら
、
九
八
・
二
％
の
民
考
漢
は
母
語
の
学
習
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
七
四
・
七
％
の
民
考
漢
は
母
語
の
学
習
が

非
常
に
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
ウ

イ
グ
ル
語
は
ウ
イ
グ
ル
人
が
交
際
す

る
時
の
ツ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
ウ
イ

グ
ル
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
認

め
る
象
徴
、
文
化
伝
承
の
キ
ャ
リ

ア
ー
、
情
感
の
拠
り
所
で
も
あ
る
。

民
考
漢
は
自
分
の
母
語
に
対
し
て
特

に
深
い
愛
着
を
も
ち
母
語
を
失
う
こ

と
を
恐
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の

民
考
漢
は
母
語
を
保
護
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
そ
こ
に
は
情
感
の
要
素

が
働
い
て
い
る
。

２　
民
考
漢
の
中
国
語
へ
の
態
度

　
「
双
語
人
は
第
二
言
語
を
評
価
す
る
時
に
、
母
語
と
比
較
す
る
こ
と
が

多
い
。
そ
し
て
、
二
つ
の
言
語
が
属
し
て
い
る
文
化
様
式
、
二
つ
の
言
語

が
属
し
て
い
る
社
会
的
な
グ
ル
ー
プ
を
比
較
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
第

二
言
語
へ
の
態
度
を
決
め
る
。
も
し
第
二
言
語
の
社
会
的
な
機
能
が
母
語

の
社
会
的
な
機
能
よ
り
も
大
き
い
場
合
、
母
語
を
使
用
す
る
グ
ル
ー
プ
の
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メ
ン
バ
ー
は
一
般
的
に
第
二
言
語
に
対
し
て
肯
定
的
な
態
度
を
と
〉
31
〈

る
」

と
、
張
偉
は
述
べ
て
い
る
。
ウ
ル
ム
チ
市
で
は
、
中
国
語
の
社
会
的
な
機

能
は
ウ
イ
グ
ル
語
よ
り
も
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
民
考
漢
は
中
国
語
に
対

し
て
肯
定
的
な
態
度
を
抱
い
て
い
る
。
民
考
漢
は
小
さ
い
頃
か
ら
中
国
語

で
の
文
化
教
育
を
受
け
て
き
た
た
め
、
新
し
い
情
報
を
早
く
、
そ
し
て
多

く
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
知
識
を
得
て
、
ま
た
視
野
を
広
げ
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
仕
事
が
順
調
に
運
ぶ
こ
と
に
も
貢
献
す
る
。
現
代

社
会
に
よ
り
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
多
数
の
民
考
漢

は
考
え
て
い
る
。
現
代
社
会
で
は
、
中
国
語
を
学
び
、
漢
族
の
文
化
を
理

解
す
る
こ
と
は
重
要
だ
と
多
く
の
民
考
漢
は
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

自
分
の
態
度
を
選
択
す
る
際
に
、
客
観
的
な
認
識
の
要
素
と
同
時
に
情
感

の
要
素
が
働
き
か
け
て
い
る
。

三
　
民
考
漢
の
結
婚
と
家
族
に
対
す
る
意
識

　

新
疆
の
ウ
イ
グ
ル
人
社
会
で
、
結
婚
と
家
族
は
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
非

常
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
結
婚
と
家
族
の
面
に
お
い
て
、
民
考
漢
に
は

民
考
民
と
違
う
特
徴
が
あ
る
。

　

民
考
漢
の
結
婚
、
家
族
の
状
況
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
、
ま

た
、
民
考
民
と
は
ど
の
よ
う
な
区
分
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
先
に
も
述

べ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
一
九
九
八
年
三
月
か
ら
二
〇

〇
〇
年
五
月
）
の
結
果
か
ら
、
民
考
漢
と
民
考
民
の
結
婚
観
と
家
族
観
を

比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
考
漢
の
結
婚
、
家
族
の
意
識
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

㈠　
民
考
漢
の
結
婚
観

　

表
4
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
結
婚
相
手
を
選
ぶ
時
の
考
え
と
し
て
民
考

漢
は
民
考
漢
を
選
ん
で
結
婚
す
る
傾
向
が
あ
る
。
半
数
の
民
考
漢
が
、
民

考
漢
の
方
が
気
が
あ
う
と
考
え
て
い
る
。
言
語
、
文
化
、
価
値
観
な
ど
の

面
に
お
い
て
親
近
感
を
持
ち
や
す
い
結
婚
相
手
を
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
の
は

必
然
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
三
二
・
五
％
の
民
考
漢
は
民
考
民
と
の
結
婚

を
希
望
し
て
い
る
。
多
く
の
民
考
漢
は
言
語
、
文
化
に
お
い
て
は
、
漢
化

さ
れ
た
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
、
彼
ら
の
民

族
意
識
が
次
第
に
強
く
な
り
、
民
考
漢
は
民
考
民
と
結
婚
し
、
家
庭
を
作

る
こ
と
で
自
分
の
民
族
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
さ
ら
に
一
二
・
〇
％
の
民
考
漢
に
つ
い
て
は
、
民
考
漢
で
も
民
考
民

で
も
自
分
と
同
じ
民
族
の
人
で
あ
れ
ば
結
婚
し
て
も
よ
い
と
考
え
て
い

る
。
五
・
四
％
の
民
考
漢
は
ど
の
民
族
と
結
婚
し
て
も
よ
い
と
考
え
て
い

る
。
彼
ら
は
文
化
や
生
活
様
式
に
対
し
て
適
応
力
が
比
較
的
高
い
。

　

調
査
の
中
で
、
二
人
の
民
考
漢
は
、
漢
族
と
結
婚
し
た
い
が
親
が
許
可

し
な
い
と
回
答
し
た
。
こ
の
二
人
の
う
ち
一
人
は
一
八
歳
の
女
子
学
生

で
、
友
人
の
民
族
の
割
合
で
は
漢
族
が
最
も
多
い
。
そ
し
て
彼
女
は
漢
族

と
一
緒
に
い
る
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
と
感
じ
る
と
話
し
て
い
る
。
自
分

の
民
族
の
友
人
と
付
き
合
い
始
め
た
の
は
大
学
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で

あ
る
。
も
う
一
人
の
民
考
漢
は
大
学
を
卒
業
し
て
就
職
し
た
ば
か
り
の
二

三
歳
の
女
性
で
あ
る
。
彼
女
は
民
考
民
と
は
共
通
の
話
題
が
あ
ま
り
な
い

と
述
べ
た
。
民
考
民
と
結
婚
を
前
提
に
付
き
合
い
た
い
が
、
母
語
能
力
が

低
い
た
め
付
き
合
う
勇
気
が
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。



表４　民考漢の結婚観および実際の配偶者

年齢層
選択項目

18‒25
歳

25‒30
歳

30‒35
歳

35‒40
歳

40‒55
歳 合計 ％

配　

偶　

者

民考漢 0 13 14 16 20 63 38.0

民考民 1 20 13 11 11 56 33.7

漢族 0 0 0 1 0  1 0.6

未回答 35 11 0 0 0 46 27.7

合　計 36 44 27 28 31 166 100.0

結　

婚　

観

民考漢と結婚 18 18 12 14 18 80 48.2

民考民と結婚 12 17 12 8 5 54 32.5

漢族と結婚 2 0 0 0 0  2 1.2

どの民族も同じ 2 2 2 2 1  9 5.4

自分の民族と結婚する
民考漢でも民考民でもいい 2 7 1 3 7 20 12.0

未回答 0 0 0 1 0  1 0.6

合　計 36 44 27 28 31 166 99.9

注：配偶者のうち未回答の46人は未婚者。
出所：希日娜依・買蘇提［2003: 167］。
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結
婚
相
手
を
選
ぶ
考
え
方
に
つ
い
て
民
考
漢
と
民
考
民
と
に
差
異
が
確
認

で
き
る
。
民
考
漢
の
中
で
民
考
民
ま
た
は
他
の
ど
の
群
体
（
グ
ル
ー
プ
）

の
人
と
結
婚
し
て
も
よ
い
と
考
え
る
人
は
四
四
・
五
％
を
占
め
る
。
民
考

漢
と
結
婚
し
た
い
人
は
四
八
・
二
％
を
占
め
る
。
民
考
民
の
中
で
民
考
漢

ま
た
は
他
の
ど
の
群
体
の
人
と
結
婚
し
て
も
よ
い
と
考
え
る
人
は
六
〇
・

九
％
を
占
め
る
。
民
考
民
と
結
婚
し
た
い
人
は
三
七
・
一
％
で
あ
る
。
民

考
漢
と
民
考
民
の
二
つ
の
群
体
の
う
ち
、
同
じ
群
体
内
で
結
婚
し
た
い
と

考
え
る
人
の
比
率
は
、
民
考
漢
の
ほ
う
が
民
考
民
よ
り
も
高
い
。

　

民
考
漢
の
配
偶
者
の
半
分
以
上
は
民
考
漢
で
あ
り
、
次
に
民
考
民
で
あ

る
。
漢
族
の
配
偶
者
は
〇
・
八
％
で
あ
る
。

　

結
婚
観
か
ら
見
れ
ば
、
民
考
漢
は
民
考
民
と
次
の
二
点
が
違
う
。
⑴
民

考
漢
の
場
合
は
群
体
内
で
結
婚
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
大
多
数
の
民
考

漢
は
、
配
偶
者
が
民
考
漢
で
あ
れ
ば
最
も
気
が
あ
う
と
考
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
半
数
近
く
の
民
考
漢
は
自
分
の
民
族
の
メ
ン
バ
ー
と
比
較
的
に
密

接
に
付
き
合
い
始
め
た
の
は
社
会
に
出
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま

で
彼
ら
は
普
段
漢
族
か
自
分
と
同
じ
よ
う
な
民
考
漢
と
の
付
き
合
い
が
多

か
っ
た
。
漢
族
と
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
比
較
的
よ
く
行
き

来
す
る
民
考
漢
グ
ル
ー
プ
の
人
と
結
婚
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
さ
ら
に

現
代
で
は
、
若
者
の
多
く
が
学
生
時
代
に
恋
愛
を
経
験
し
て
い
る
。
他
に

民
考
漢
を
選
ば
な
い
理
由
と
し
て
は
、
民
考
民
と
の
文
化
的
な
わ
だ
か
ま

り
が
あ
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
。
⑵
ご
く
少
数
の
民
考
漢
は
他
民
族
と

結
婚
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
伝
統
的
な
考
え
方
が
色
濃
く
、

保
守
的
な
勢
力
が
強
い
新
疆
ウ
イ
グ
ル
民
族
社
会
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
は
民
考
漢
に
対
し
て
は
非
常
に
勇
気
の
い
る
行
動
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で
あ
る
。
も
し
彼
ら
が
他
民
族
と
の
婚
姻
を
選
ん
だ
ら
、
自
分
の
民
族
内

の
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
自
分
の
民
族
社
会
の
中
で
地
位
を
維
持
す
る
の

が
難
し
く
な
る
。
同
時
に
配
偶
者
（
夫
ま
た
は
妻
）
の
親
族
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
地
位
を
維
持
す
る
の
が
難
し
く
な
る
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
自
分
の
民
族
群
体
内
で
結
婚
し
て

い
る
。

㈡　
民
考
漢
の
家
庭
観

　

こ
こ
で
は
民
考
漢
と
民
考
民
の
理
想
の
家
庭
の
規
模
、
理
想
の
家
庭
の

形
式
、
結
婚
前
に
貞
操
を
失
う
こ
と
、
再
婚
へ
の
態
度
な
ど
の
問
題
を
通

し
て
、
民
考
漢
の
家
族
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

１　
理
想
の
家
庭
の
規
模

　

理
想
の
家
庭
の
規
模
と
は
結
婚
後
の
家
族
の
人
数
の
こ
と
で
あ
る
。
核

家
族
を
主
張
す
る
民
考
漢
が
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
の
中
で
民
考
漢
の
理
想

の
家
庭
の
規
模
は
四
人
家
族
を
望
む
人
が
多
い
。
三
人
家
族
が
理
想
の
家

族
の
規
模
だ
と
考
え
る
人
も
か
な
り
い
る
。
血
統
を
継
ぐ
こ
と
が
結
婚
後

の
家
庭
の
主
な
責
任
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
注
意
し
な
い
と
い

け
な
い
の
は
、
結
婚
後
、
夫
婦
二
人
だ
け
の
家
庭
を
選
ぶ
民
考
漢
の
数
は

民
考
民
よ
り
ず
っ
と
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
夫
婦
二
人
だ
け
の
家
庭
は
伝

統
的
な
家
庭
観
と
は
全
く
異
な
る
。
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
に
は
民

考
民
よ
り
民
考
漢
の
ほ
う
が
ず
っ
と
速
く
て
多
い
の
だ
が
、
こ
の
点
に
お

い
て
は
彼
ら
の
伝
統
的
な
一
面
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

２　
理
想
の
家
庭
の
形
式

　

社
会
、
時
代
、
民
族
に
よ
っ
て
家
庭
の
形
式
も
異
な
る
特
徴
を
示
す
。

同
じ
民
族
で
も
、
異
な
る
文
化
背
景
を
持
ち
、
家
族
の
形
式
も
同
じ
で
は

な
い
。
伝
統
文
化
の
影
響
を
受
け
て
、
大
多
数
の
ウ
イ
グ
ル
人
の
家
庭
の

中
で
夫
が
支
配
権
を
持
っ
て
い
る
。
妻
は
家
庭
の
中
で
従
う
立
場
に
な

る
。
そ
れ
で
は
、
ウ
ル
ム
チ
市
の
よ
う
な
比
較
的
開
放
的
と
い
え
る
都
市

で
民
考
漢
は
理
想
の
家
庭
像
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
持
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

　

調
査
に
よ
る
と
、
多
く
の
民
考
漢
は
家
庭
の
大
事
な
こ
と
に
つ
い
て
夫

婦
で
相
談
し
て
決
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
家
事
も
夫
婦
両
方
で
分

担
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
ウ
イ
グ
ル
人
の
伝
統
的
な
観
念
と
は

大
き
な
違
い
が
あ
る
。
彼
ら
の
考
え
方
は
現
代
的
と
い
え
る
。
夫
が
家
庭

の
こ
と
を
決
定
す
べ
き
だ
と
考
え
る
民
考
漢
の
数
は
民
考
民
よ
り
多
い
。

一
割
近
く
の
民
考
漢
の
中
で
は
伝
統
観
念
が
相
変
わ
ら
ず
幅
を
き
か
せ
て

い
る
。
夫
が
家
庭
の
こ
と
を
決
定
す
べ
き
だ
と
考
え
る
民
考
漢
一
八
人
の

う
ち
、
一
五
人
が
男
性
で
、
三
人
が
女
性
で
あ
っ
た
。
古
い
家
族
関
係
を

守
ろ
う
と
す
る
男
性
が
多
い
の
が
わ
か
る
。
妻
が
家
事
を
す
べ
き
だ
と
考

え
る
一
五
人
の
う
ち
、
一
二
人
は
男
性
で
あ
っ
た
。
男
性
の
中
で
は
か
な

り
の
者
が
、
妻
が
家
事
を
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

３　
再
婚
、
結
婚
前
に
貞
操
を
失
う
こ
と
へ
の
態
度

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
、
大
多
数
の
民
考
漢
は
再
婚
に
対
し
て
理

解
あ
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
再
婚
に
対
し
て
全
く
否
定
的
な
態
度
を
持

つ
民
考
漢
は
一
〇
・
八
％
の
み
で
あ
る
。
民
考
漢
の
中
で
こ
の
問
題
の
回

答
を
避
け
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
民
考
民
で
は
二
九
・

四
％
の
人
だ
け
が
再
婚
に
対
し
て
理
解
あ
る
態
度
を
示
し
て
い
る
。
半
分

の
人
は
再
婚
に
対
し
て
完
全
に
否
定
的
な
態
度
を
持
つ
。
四
・
九
％
の
人
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は
こ
の
問
題
へ
の
回
答
を
避
け
〉
32
〈

た
。
民
考
漢
の
再
婚
へ
の
態
度
は
民
考
民

と
は
明
ら
か
に
違
う
の
が
わ
か
る
。

　

民
考
漢
の
中
で
、
結
婚
前
に
貞
操
を
失
う
こ
と
に
対
し
て
絶
対
に
受
け

入
れ
な
い
と
考
え
る
人
は
三
四
・
九
％
で
あ
る
。
受
け
入
れ
な
い
と
考
え

る
人
は
三
六
・
一
％
で
あ
る
。
受
け
入
れ
て
も
い
い
と
考
え
る
人
は
一
七
・

五
％
で
あ
る
。
し
か
し
、
民
考
民
の
中
で
、
結
婚
前
に
貞
操
を
失
う
こ
と

に
対
し
て
絶
対
に
受
け
入
れ
な
い
と
考
え
る
人
は
六
七
・
一
％
を
占
め

る
。
受
け
入
れ
な
い
と
考
え
る
人
は
二
四
・
五
％
で
、
逆
に
受
け
入
れ
て

も
い
い
と
考
え
る
人
は
一
・
四
％
で
あ
〉
33
〈
る
。
以
上
の
デ
ー
タ
か
ら
、
こ
の

問
題
に
お
い
て
民
考
漢
は
柔
軟
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
、
民
考
民

よ
り
も
開
放
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
民
考
漢
の
家
庭
観
か
ら
言
う

と
、
民
考
漢
は
伝
統
的
な
面
も
開
放
的
な
面
も
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

四
　
ウ
イ
グ
ル
人
と
漢
族
の
視
点
か
ら
見
た
民
考
漢

㈠　
ウ
イ
グ
ル
人
の
民
考
漢
へ
の
評
価
と
見
方

　

民
考
漢
と
民
考
民
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
言
語
と
教
育
環
境
の
中
で
成
長
し

た
の
で
、
自
分
の
民
族
の
風
俗
習
慣
、
伝
統
文
化
に
対
す
る
考
え
方
と
態

度
に
も
あ
る
程
度
の
ず
れ
と
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ウ
イ
グ
ル
人
は

民
考
漢
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
見
方
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
民
考
漢

へ
の
評
価
に
つ
い
て
、
上
記
の
調
査
に
お
い
て
個
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

行
っ
た
。
同
じ
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
分
析
を
加
え
、
ウ
イ
グ
ル
人
の
民
考

漢
へ
の
見
方
と
評
価
を
ま
と
め
た
。

１　
結
婚
観
と
配
偶
者
選
択
に
見
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
民
考
漢
に
対
す
る

考
え

　

結
婚
観
に
関
し
て
、
過
半
数
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
民
考
漢
ま
た
は
民
考
民

の
結
婚
と
同
じ
よ
う
に
、
配
偶
者
を
選
択
す
る
時
に
民
考
漢
を
除
外
す
る

こ
と
は
な
い
。
三
分
の
一
の
人
々
が
配
偶
者
は
民
考
民
が
よ
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
こ
に
は
二
つ
の
原
因
が
あ
る
。
一
つ
目
は
、
大
部
分
の
ウ
イ
グ

ル
人
は
子
供
の
頃
か
ら
民
族
学
校
に
通
っ
て
お
り
、
社
会
に
出
て
か
ら
職

場
で
も
民
考
漢
の
数
が
少
な
く
、
全
く
い
な
い
職
場
も
あ
る
。
彼
ら
は
民

考
漢
と
接
触
す
る
機
会
が
少
な
い
。
そ
の
た
め
配
偶
者
は
民
考
民
に
す
べ

き
だ
と
考
え
る
。
二
つ
目
は
、
一
部
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
民
考
漢
と
比
べ
て

風
俗
習
慣
、
伝
統
文
化
に
対
す
る
考
え
方
と
態
度
に
相
違
が
あ
り
、
民
考

漢
の
生
活
と
一
部
の
考
え
方
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
自
分

の
配
偶
者
は
民
考
民
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。
少
数
の
ウ
イ
グ
ル
人
に
は

民
考
漢
に
対
し
て
一
定
の
除
外
す
る
心
理
が
あ
る
。

２　
子
供
の
学
校
選
択
に
見
る
ウ
イ
グ
ル
人
の
民
考
漢
の
見
方

　

調
査
に
回
答
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
の
中
で
は
、
子
供
を
漢
族
学
校
よ
り
民

族
学
校
へ
通
わ
せ
た
い
と
考
え
る
人
数
が
わ
ず
か
に
多
か
っ
た
。
ウ
イ
グ

ル
人
は
こ
の
選
択
に
対
し
て
、
寛
容
で
、
傾
向
性
が
な
い
の
が
わ
か
る
。

ど
の
学
校
を
選
択
す
る
か
は
個
人
と
家
庭
の
考
え
に
よ
っ
て
決
ま
る
の

で
、
年
齢
層
に
よ
っ
て
選
択
が
違
っ
て
く
る
。
三
〇
〜
三
五
歳
の
年
齢
層

で
は
、
子
供
を
漢
族
学
校
に
通
わ
せ
た
い
人
が
民
族
学
校
に
通
わ
せ
た
い

人
よ
り
か
な
り
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
六
五
・
七
％
と
三
三
・
三
％
の
比
率
を
占

め
る
。
一
部
の
人
は
子
供
を
漢
族
学
校
に
通
わ
せ
た
い
が
、
自
分
の
中
国

語
の
レ
ベ
ル
が
高
く
な
い
こ
と
を
心
配
し
、
子
供
の
勉
強
の
補
習
、
監
督



295──研究ノート　新疆ウイグル自治区の特有群体「民考漢」

が
で
き
な
い
た
め
、
民
族
学
校
を
選
ん
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
総
じ
て
言

え
ば
、
既
婚
の
ウ
イ
グ
ル
人
の
中
で
子
供
を
漢
族
学
校
に
通
わ
せ
た
い
と

い
う
比
率
は
、
民
族
学
校
よ
り
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
四
五
・
五
％
と
三
八
・

六
％
と
な
っ
て
い
〉
34
〈

る
。「
母
語
は
民
族
の
重
要
な
繋
が
り
で
、
母
語
を

失
っ
た
ら
、
彼
ら
の
文
化
と
種
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
う
こ
と
を

意
味
す
〉
35
〈

る
」。
こ
の
よ
う
な
心
配
が
あ
る
た
め
、
多
く
の
ウ
イ
グ
ル
人
は

子
供
の
学
校
を
選
ぶ
時
に
苦
悩
す
る
。

　

ウ
イ
グ
ル
人
が
自
分
の
子
供
の
た
め
に
民
族
学
校
ま
た
は
漢
族
学
校
を

選
ぶ
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

民
族
学
校
を
選
ぶ
理
由
と
し
て
三
分
の
一
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
⑴
子
供
が
自
分
の
民
族
の
言
語
と
文
字
を
よ
く
知
ら
な
い
ま
ま
漢
族

学
校
に
通
わ
せ
る
と
、
家
庭
で
子
供
に
い
く
ら
母
語
を
話
さ
せ
よ
う
と
厳

し
く
し
つ
け
て
も
、
ま
た
、
ウ
イ
グ
ル
語
の
本
を
読
む
よ
う
に
教
育
を
し

て
も
、
子
供
た
ち
の
毎
日
学
校
で
受
け
る
教
育
が
中
国
語
に
な
っ
て
お

り
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
大
多
数
が
漢
族
の
子
供
で
占
め
ら
れ
て
い
る
た

め
、
子
供
の
母
語
の
レ
ベ
ル
が
ま
す
ま
す
低
く
な
る
。
性
格
の
変
化
に
つ

い
て
も
心
配
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
子
供
を
民
族
学
校
に
通
わ
せ
る
よ
う
に

し
た
。
ま
た
、
⑵
民
族
学
校
よ
り
漢
族
学
校
は
宿
題
が
多
す
ぎ
る
。
学
生

の
負
担
が
重
す
ぎ
る
。
結
局
、
中
国
語
は
第
二
言
語
と
し
て
子
供
へ
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
大
き
い
。
こ
れ
は
順
調
に
子
供
が
育
つ
に
は
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
が
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
民
族
学
校
を
選
ん
だ
。

　

漢
族
学
校
を
選
ぶ
理
由
と
し
て
、
⑴
多
民
族
で
構
成
さ
れ
る
中
華
人
民

共
和
国
で
は
、
中
国
語
と
漢
族
の
文
化
は
国
の
主
流
の
言
語
と
文
化
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
子
供
を
漢
族
学
校
に
通
わ
せ
れ
ば
、
将
来
、
利
点
が
多

い
、
と
大
多
数
の
人
は
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
五
分
の
一
近

く
の
人
は
、
⑵
自
分
は
勉
強
と
仕
事
の
時
、
中
国
語
の
レ
ベ
ル
が
低
い
こ

と
に
よ
る
苦
労
を
経
験
し
て
き
た
た
め
、
子
供
を
漢
族
学
校
に
通
わ
せ
る

こ
と
に
し
、
⑶
民
族
学
校
の
教
育
の
質
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
の
で
、
子
供

を
よ
い
大
学
に
入
ら
せ
る
た
め
に
漢
族
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
、

と
い
う
。

３　
ウ
イ
グ
ル
人
の
視
点
か
ら
見
た
民
考
漢
と
民
考
民
の
違
い

　

圧
倒
的
多
数
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
民
考
漢
と
民
考
民
に
違
い
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
そ
れ
は
以
下
の
五
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

　

⑴　

民
考
漢
と
民
考
民
の
主
な
違
い
は
自
分
の
民
族
の
文
化
へ
の
理
解

で
あ
る
。
民
考
漢
の
自
分
の
民
族
文
化
へ
の
理
解
は
家
庭
教
育
と
家

庭
文
化
の
影
響
で
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
漢
族
の
文
化
へ
の
理

解
は
標
準
的
な
学
校
教
育
を
通
し
て
獲
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
民
考

漢
の
自
民
族
文
化
へ
の
理
解
は
漢
族
の
文
化
に
対
す
る
理
解
ほ
ど
深

く
な
い
と
一
部
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
考
え
て
い
る
。

　

⑵　

民
考
漢
と
民
考
民
の
主
な
区
別
は
自
分
の
民
族
へ
の
感
情
に
あ

る
。
人
間
は
言
語
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
。
大
多

数
の
民
考
漢
の
母
語
の
表
現
力
は
中
国
語
に
及
ば
な
い
。
彼
ら
は
中

国
語
ま
た
は
母
語
と
中
国
語
を
混
合
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す

る
の
が
も
っ
と
も
便
利
だ
と
感
じ
る
。
彼
ら
が
自
分
の
民
族
の
メ
ン

バ
ー
と
密
接
な
交
際
を
す
る
の
は
大
学
に
入
っ
て
か
ら
ま
た
は
社
会

に
出
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
学
生
時
代
の
民
考
漢
は
ウ
イ
グ
ル
人

よ
り
漢
族
と
の
交
際
の
ほ
う
が
ず
っ
と
頻
繁
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
三
分
の
一
近
く
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
両
者
の
主
な
違
い
は
自
分
の
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民
族
へ
の
感
情
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

⑶　

民
考
漢
と
民
考
民
の
主
な
違
い
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
民
族
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
の
生
活
と
仕
事
に
対
す
る
適
応
力
に
あ
る
。
民
考
漢
は
中

国
語
に
精
通
し
て
、
漢
族
の
文
化
も
よ
く
知
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
双

語
人
で
、
文
化
の
面
に
お
い
て
は
適
応
力
が
強
い
と
一
部
の
ウ
イ
グ

ル
人
は
考
え
て
い
る
。

　

⑷　

民
考
漢
と
民
考
民
の
主
な
区
別
は
中
国
語
と
漢
族
の
文
化
へ
の
理

解
と
受
け
入
れ
に
あ
る
。
一
部
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
民
考
漢
は
中
国
語

と
漢
族
の
文
化
へ
の
理
解
と
受
け
入
れ
る
能
力
が
民
考
民
よ
り
優
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

⑸　

民
考
漢
と
民
考
民
の
主
な
違
い
は
知
識
の
広
さ
と
深
さ
に
あ
る
。

今
の
と
こ
ろ
、
民
族
教
育
は
遅
れ
て
い
て
、
学
校
教
育
の
質
が
よ
い

と
は
い
え
な
い
。
ウ
イ
グ
ル
語
の
授
業
以
外
で
の
読
み
物
、
参
考
書

が
少
な
い
。
民
考
漢
の
情
報
量
は
民
考
民
よ
り
大
き
い
、
知
識
面
も

民
考
民
よ
り
有
利
で
あ
る
と
考
え
る
ウ
イ
グ
ル
人
も
い
る
。
た
だ
し

こ
れ
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。

４　
ウ
イ
グ
ル
人
の
民
考
漢
へ
の
評
価

　

⑴　

民
考
漢
は
自
分
の
民
族
の
言
語
と
歴
史
、
文
化
を
習
得
で
き
れ

ば
、
現
在
の
社
会
で
役
立
つ
人
材
と
な
る
と
考
え
、
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
民
考
漢
は
自
分
の
民
族
の
社
会
で
も
威
信
が
高
く
、
人
気
が
あ

る
。
半
数
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
こ
の
よ
う
な
人
こ
そ
本
当
に
有
能
な
人

材
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

⑵　

民
考
漢
は
現
代
社
会
の
中
で
最
も
人
気
が
あ
る
。
民
考
漢
は
中
国

語
に
精
通
し
て
い
る
。
そ
し
て
漢
族
の
文
化
を
よ
く
知
っ
て
い
る
た

め
、
就
職
そ
し
て
昇
進
す
る
際
に
、
民
考
民
よ
り
競
争
力
が
あ
る
と

考
え
る
ウ
イ
グ
ル
人
も
い
る
。

　

⑶　

一
部
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
民
考
漢
の
生
活
と
特
定
の
問
題
へ
の
見
方

を
受
け
入
れ
が
た
い
と
考
え
て
い
る
。
彼
ら
は
民
考
漢
と
自
分
の
民

族
の
一
部
の
風
俗
習
慣
、
伝
統
文
化
に
対
す
る
態
度
に
し
ば
し
ば
相

違
が
あ
る
の
で
、
互
い
に
相
手
の
見
方
と
態
度
を
受
け
入
れ
が
た

い
。

　

⑷　

母
語
能
力
が
低
い
民
考
漢
は
と
き
に
は
自
分
の
民
族
社
会
で
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
コ
ン
ト
や
笑
い
話
の
中
に
登

場
し
て
、
風
刺
と
批
評
の
対
象
と
な
っ
て
し
ま
う
。
少
人
数
の
ウ
イ

グ
ル
人
は
自
分
の
母
語
さ
え
知
ら
な
い
民
考
漢
は
本
当
の
ウ
イ
グ
ル

人
と
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
極
端
な
見
方
も
あ

る
。
一
部
の
民
考
漢
の
母
語
能
力
は
低
い
し
、
母
語
文
化
へ
の
理
解

も
深
く
な
い
が
、
あ
く
ま
で
ウ
イ
グ
ル
人
で
あ
り
自
分
の
民
族
へ
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
点
で
は
民
考
民
に
劣
る
こ
と
は
な
い
。

　

⑸　

自
分
は
民
考
漢
と
は
何
の
違
い
も
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

は
、
民
考
漢
と
自
分
と
区
別
す
る
民
考
民
と
は
違
っ
た
考
え
の
民
考

民
で
あ
る
ウ
イ
グ
ル
人
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

考
え
方
が
あ
り
、
一
概
に
は
言
い
切
れ
な
い
。
民
考
漢
と
自
分
と
に

違
い
が
存
在
す
る
と
考
え
て
い
る
ウ
イ
グ
ル
人
民
考
民
も
い
れ
ば
、

何
の
違
い
も
な
い
と
考
え
て
い
る
人
も
い
る
。

㈡　
漢
族
の
民
考
漢
へ
の
評
価
と
見
方

　

民
考
漢
は
子
供
の
頃
か
ら
漢
族
学
校
で
標
準
的
な
学
校
教
育
を
受
け
て
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お
り
、
漢
族
の
言
語
文
字
、
漢
族
の
文
化
に
詳
し
い
。
漢
族
と
の
交
際
に

お
い
て
は
言
語
に
よ
る
障
害
は
生
じ
な
い
。
漢
族
の
見
方
、
巨
視
的
な
評

価
が
民
考
漢
に
は
影
響
を
及
ぼ
す
。
そ
れ
で
は
、
漢
族
の
民
考
漢
へ
の
見

方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ど
の
よ
う
に
民
考
漢
を
評
価
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
、
上
記
の
調
査
に
お
い
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
と
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
デ
ー
タ
を
再
分
析
す
る
。

1　
漢
族
と
民
考
漢
の
関
係

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
漢
族
は
、
日
常
生
活
、
仕

事
、
勉
強
と
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
ウ
イ
グ
ル
人
と
触
れ
合
っ
て
い
る
。
自
分

が
通
う
学
校
の
ク
ラ
ス
、
ま
た
は
自
分
の
子
供
の
ク
ラ
ス
に
は
民
考
漢
の

同
級
生
が
い
る
。

　

調
査
結
果
か
ら
、
漢
族
は
民
考
漢
と
は
仲
が
よ
い
。
仲
が
よ
く
な
い
、

ま
た
は
民
考
漢
と
は
全
く
交
際
し
な
い
人
は
わ
ず
か
で
あ
る
。
民
族
間
で

交
際
す
る
に
は
、
言
語
は
重
要
で
あ
る
。
言
語
が
流
暢
で
な
け
れ
ば
交
流

の
支
障
に
な
っ
た
り
、
ま
た
は
交
流
が
難
し
く
な
っ
た
り
、
互
い
の
関
係

に
影
響
を
与
え
た
り
、
さ
ら
に
わ
だ
か
ま
り
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
。
も
し
交
流
す
る
相
手
が
自
分
の
言
語
を
流
暢
に
使
用
で
き
れ
ば
、
親

近
感
が
生
ま
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
や
す
く
な
る
。
よ
い
人
間
関

係
を
築
く
こ
と
に
繋
が
る
。

２　
漢
族
の
視
点
か
ら
見
た
民
考
漢
と
民
考
民
の
違
い

　

ほ
と
ん
ど
の
漢
族
は
民
考
漢
と
民
考
民
は
違
い
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
主
に
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

　

⑴　

知
識
の
深
さ
と
広
さ
。
民
考
漢
は
小
さ
い
頃
か
ら
漢
族
の
文
化
教

育
を
受
け
て
き
た
。
漢
族
学
校
の
教
育
の
質
は
高
い
。
そ
れ
に
比
べ

る
と
少
数
民
族
の
学
校
教
育
は
遅
れ
て
い
る
。
民
考
漢
の
扱
う
こ
と

が
で
き
る
情
報
量
は
民
考
民
よ
り
大
き
い
し
、
よ
り
広
い
知
識
を

知
っ
て
い
る
。

　

⑵　

中
国
語
と
漢
族
の
文
化
に
対
す
る
理
解
と
受
け
入
れ
。
民
考
漢
の

中
国
語
と
漢
族
の
文
化
へ
の
理
解
の
促
進
は
正
規
の
学
校
教
育
で
行

わ
れ
て
い
る
。
民
考
漢
は
民
考
民
よ
り
中
国
語
と
漢
族
の
文
化
へ
の

理
解
が
深
い
。
学
校
教
育
で
知
ら
ず
知
ら
ず
に
影
響
を
受
け
て
漢
化

さ
れ
、
漢
族
の
文
化
は
彼
ら
の
文
化
的
な
観
念
の
中
に
深
く
立
ち

入
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
漢
族
の
文
化
に
つ
い
て
違
和
感
を
感
じ
る
心

理
的
抵
抗
が
少
な
い
。

　

⑶　

ウ
イ
グ
ル
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
漢
族
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
適

応
で
き
る
。
民
考
漢
は
小
学
校
か
ら
ず
っ
と
中
国
語
で
基
本
的
な
科

学
や
文
化
知
識
を
学
ん
で
き
た
。
彼
ら
は
絶
え
ず
漢
族
の
文
化
的
な

影
響
を
受
け
て
き
て
い
る
。
文
化
的
な
触
れ
合
い
の
中
、
適
応
能
力

が
高
く
、
新
し
い
こ
と
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
も
柔
軟
で
あ
る
。

　

⑷　

自
分
の
民
族
へ
の
感
情
ま
た
は
自
分
の
民
族
の
文
化
へ
の
理
解
。

大
多
数
の
民
考
漢
の
自
分
の
民
族
の
歴
史
、
文
化
へ
の
理
解
度
は
、

漢
族
の
文
化
ほ
ど
深
く
な
い
。

３　
漢
族
の
民
考
漢
へ
の
評
価

　

⑴　

少
数
民
族
の
子
供
を
漢
族
の
学
校
に
通
わ
せ
る
こ
と
は
少
数
民
族

の
人
材
育
成
の
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
科
学
技
術
面
の
人
材

に
つ
い
て
は
漢
族
学
校
の
教
育
が
重
要
と
な
る
。
現
在
、
漢
族
学
校

の
教
え
る
質
と
効
果
は
と
も
に
民
族
学
校
よ
り
高
い
。
子
供
を
漢
族

学
校
に
通
わ
せ
る
の
が
社
会
発
展
に
よ
り
よ
く
適
応
す
る
人
材
を
育
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成
す
る
ル
ー
ト
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

⑵　

民
族
間
の
わ
だ
か
ま
り
を
取
り
除
く
た
め
に
役
立
つ
。
民
考
漢
は

漢
族
と
触
れ
合
う
時
に
言
語
の
妨
げ
が
な
く
、
文
化
的
、
ま
た
心
理

的
な
障
害
が
小
さ
い
。
互
い
に
意
思
疎
通
が
容
易
で
あ
る
。

　

⑶　

民
考
漢
は
少
数
民
族
の
中
の
よ
り
よ
い
人
材
で
あ
る
。
彼
ら
は
自

分
の
民
族
の
言
語
、
文
化
に
精
通
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
漢
族
の

言
語
、
漢
族
の
文
化
も
よ
り
深
く
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
能
力

や
知
識
を
生
か
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
現
代
の
多
民
族
社
会
の
中

で
、
自
分
の
才
能
を
よ
り
よ
く
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
し

か
し
、
す
べ
て
の
民
考
漢
が
少
数
民
族
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
と

は
言
え
な
い
。

　

⑷　

民
考
漢
は
現
代
社
会
で
人
気
が
あ
る
人
材
で
あ
る
。
少
数
民
族
に

対
し
て
、
中
国
語
の
レ
ベ
ル
が
高
い
の
で
、
就
職
に
有
利
に
影
響
し

て
い
る
。
中
国
語
に
精
通
し
て
、
漢
族
の
文
化
を
よ
く
知
っ
て
い
る

少
数
民
族
は
社
会
の
需
要
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

　

⑸　

民
考
漢
は
中
国
語
の
レ
ベ
ル
が
高
い
が
、
自
分
の
民
族
の
言
語
文

字
、
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
の
知
識
は
不
十
分
な
の
で
自
分
の
民
族

と
の
交
流
に
は
不
利
で
あ
る
。

　

⑹　

子
供
を
自
分
の
民
族
の
文
化
か
ら
離
れ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
子
供
を
漢
族
学
校
に
通
わ
せ
る
の
は
よ
く
な
い
と
い
う
考
え
方

を
持
つ
人
は
少
数
に
す
ぎ
な
い
。
実
際
に
、
民
考
漢
は
学
校
教
育
を

通
し
て
、
漢
族
の
同
級
生
と
長
い
間
触
れ
合
う
な
か
で
、
絶
え
ず
漢

族
の
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
、
家
庭
の
中
で
は
、
自

分
の
民
族
の
文
化
的
な
空
気
が
依
然
と
し
て
強
い
。
子
供
を
漢
族
学

校
に
通
わ
せ
る
こ
と
は
自
分
の
民
族
の
文
化
か
ら
離
れ
さ
せ
る
こ
と

に
繋
が
る
と
は
限
ら
な
い
。

　

つ
ま
り
、
漢
族
の
視
点
か
ら
見
る
と
、
民
考
漢
こ
そ
が
少
数
民
族
の
中

の
適
切
な
人
材
に
映
る
の
で
あ
る
。
現
代
社
会
の
中
で
も
っ
と
も
人
気
が

あ
る
人
材
と
考
え
て
い
る
。
彼
ら
は
中
国
語
に
精
通
し
て
、
漢
族
の
文
化

を
よ
く
知
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
自
分
の
民
族
の
言
語
文
字
を
知
り
、
自

分
の
民
族
の
歴
史
と
文
化
も
よ
く
知
り
、
そ
れ
こ
そ
現
代
社
会
で
は
も
っ

と
も
理
想
の
群
体
に
な
る
だ
ろ
う
。

㈢　
ウ
イ
グ
ル
人
と
漢
族
の
民
考
漢
へ
の
評
価
の
違
い

　

民
考
漢
と
民
考
民
の
違
い
は
、
主
に
自
分
の
民
族
へ
の
感
情
と
自
分
の

民
族
の
文
化
へ
の
理
解
に
あ
る
、
と
多
く
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
考
え
て
い

る
。
漢
族
は
そ
の
反
対
で
、
習
得
し
た
知
識
と
漢
族
文
化
へ
の
理
解
と
受

け
入
れ
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
違
っ
た
見
方
が
生
ま
れ
た

理
由
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　

⑴　

民
考
漢
は
小
さ
い
頃
か
ら
漢
族
学
校
で
勉
強
し
、
中
国
語
を
通
し

て
基
本
的
な
文
化
や
科
学
知
識
を
学
ん
で
い
る
。
彼
ら
の
中
国
語
の
レ
ベ

ル
は
高
い
た
め
、
文
化
の
面
で
は
漢
族
の
文
化
か
ら
多
方
面
に
わ
た
っ
て

影
響
を
受
け
る
。
同
時
に
、
家
庭
と
家
庭
の
文
化
の
影
響
を
通
し
て
、
自

分
の
民
族
の
文
化
の
影
響
も
受
け
て
き
て
い
る
。
彼
ら
の
弱
点
と
し
て
は

母
語
の
レ
ベ
ル
が
高
い
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。
半
数
の
民
考
漢
の

母
語
の
レ
ベ
ル
は
、
会
話
で
の
表
現
の
み
に
留
ま
っ
て
い
る
。
自
分
の
民

族
の
言
語
文
字
を
読
め
な
い
し
書
け
な
い
。
あ
る
程
度
よ
り
よ
く
自
分
の

民
族
の
文
化
を
理
解
す
る
に
は
妨
げ
と
な
る
。
自
分
の
民
族
の
文
化
へ
の



299──研究ノート　新疆ウイグル自治区の特有群体「民考漢」

理
解
は
民
考
民
に
及
ば
ず
、
漢
族
の
文
化
へ
の
理
解
に
く
ら
べ
る
と
深
い

と
は
い
え
な
い
。
時
に
彼
ら
は
自
分
の
民
族
の
文
化
と
は
あ
る
種
適
応
し

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

⑵　

大
多
数
の
民
考
漢
に
対
し
て
は
、
交
流
す
る
際
に
中
国
語
ま
た
は

母
語
と
中
国
語
を
混
合
し
て
使
う
の
が
最
も
便
利
で
あ
る
。
彼
ら
は
自
分

の
民
族
の
人
と
交
流
す
る
時
で
も
自
然
に
中
国
語
を
話
す
。
こ
れ
が
一
部

の
ウ
イ
グ
ル
人
に
は
違
和
感
を
感
じ
さ
せ
て
、
彼
ら
は
母
語
へ
の
言
語
感

情
が
深
く
な
い
と
い
う
考
え
を
導
い
た
。
他
に
民
考
漢
は
自
分
の
民
族
の

人
と
密
接
に
触
れ
合
う
の
が
大
学
に
入
っ
て
か
ら
、
ま
た
は
社
会
に
出
て

後
の
こ
と
で
あ
る
。
学
生
時
代
に
民
考
漢
は
自
分
の
民
族
よ
り
漢
族
と
頻

繁
に
触
れ
合
っ
て
き
た
。
同
時
に
自
分
の
民
族
社
会
の
色
々
な
活
動
に
参

加
す
る
の
も
民
考
民
よ
り
少
な
い
。
一
部
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
民
考
漢
が
あ

ま
り
自
分
の
民
族
の
人
と
触
れ
合
い
た
く
な
い
、
そ
し
て
、
自
分
の
民
族

へ
の
感
情
が
強
く
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
事
実
は
違
っ
て
お

り
、
一
部
の
民
考
漢
は
小
学
校
と
中
学
校
で
の
学
校
生
活
の
範
囲
が
狭
い

た
め
、
多
く
の
漢
族
の
子
供
と
は
触
れ
合
っ
た
が
、
自
分
の
民
族
の
子
供

と
の
触
れ
合
い
は
少
な
か
っ
た
。
年
齢
が
増
し
、
交
際
す
る
範
囲
が
広
が

る
に
つ
れ
て
、
彼
ら
の
民
族
感
情
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
く
。
全
体

的
に
彼
ら
は
自
分
の
民
族
へ
の
感
情
に
お
い
て
民
考
民
と
は
あ
ま
り
差
が

な
い
と
言
え
る
。

結
　
び

　

現
代
中
国
で
は
、
漢
族
の
文
化
が
主
体
的
な
地
位
を
確
立
し
て
お
り
、

中
国
語
の
重
要
性
が
顕
著
に
な
る
に
つ
れ
て
「
民
考
漢
」
と
い
う
社
会
的

群
体
が
誕
生
し
、
発
展
し
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
社
会
、
文
化
お
よ
び
教

育
制
度
が
背
景
と
し
て
存
在
す
る
。
民
考
漢
の
誕
生
は
、
先
の
世
代
に

よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
政
策
も
そ
の
発
展
を
後

押
し
す
る
方
向
と
な
っ
て
い
る
。
民
考
漢
は
、
漢
族
の
言
語
に
精
通
し
て

い
て
、
漢
族
の
文
化
へ
の
理
解
が
深
く
、
新
し
い
情
報
を
、
よ
り
速
く
、

よ
り
多
く
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
民
考
民
に
比
べ
る
と
、
文
化
的

な
適
応
に
優
れ
、
知
識
も
豊
富
で
あ
る
た
め
、
実
際
の
業
務
能
力
も
高

い
。
そ
の
た
め
、
社
会
に
お
い
て
民
考
民
よ
り
も
競
争
力
を
も
つ
群
体
と

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
ウ
ル
ム
チ
市
で
は
、
各
領
域
の
民
考
漢
の

中
か
ら
、
各
学
科
の
博
士
課
程
や
修
士
課
程
の
院
生
、
教
師
、
医
者
、
科

学
研
究
者
、
高
層
指
導
者
、
企
業
家
な
ど
か
な
り
の
数
の
人
材
が
勢
い
よ

く
現
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
中
国
語
を
通
じ
て
視
野
を
広
げ
、
豊
富
な
知
識

を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
民
族
の
文
化
の
発
展
と
繁
栄
に
貢
献
し
て
い

る
。
し
か
し
、
彼
ら
は
母
語
の
レ
ベ
ル
が
あ
ま
り
高
く
な
く
、
自
ら
の
少

数
民
族
社
会
の
内
部
に
お
い
て
、
自
分
の
才
能
と
潜
在
能
力
を
よ
り
よ
く

発
揮
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
全
体
的
に
い
え
ば
、
大
多
数
の
漢
族
と
ウ
イ

グ
ル
人
は
民
考
漢
を
受
容
し
て
い
る
。
し
か
し
、
言
語
の
問
題
、
自
民
族

と
の
触
れ
合
い
が
少
な
い
な
ど
に
よ
っ
て
、
一
部
の
人
は
民
考
漢
に
は
偏

見
を
持
っ
て
い
る
。
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
一
部
の
民
考
漢
自
身
に
は
心

理
的
な
障
害
が
あ
っ
て
、
自
分
に
も
他
人
に
も
上
手
く
接
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
自
分
の
民
族
の
社
会
的
群
体
に
う
ま
く
溶
け
込
め
な
い
で
、
孤
立

し
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
に
は
、

民
考
漢
に
と
っ
て
、
中
国
語
に
精
通
す
る
と
同
時
に
、
母
語
も
十
分
に
習

得
し
て
精
通
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
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中
国
語
だ
け
で
は
な
く
母
語
も
習
得
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
潜
在
能
力
と

優
位
を
充
分
に
発
揮
す
る
人
材
と
な
り
え
、
心
理
的
な
障
害
を
克
服
し

て
、
新
疆
社
会
の
発
展
、
自
分
の
民
族
社
会
の
発
展
を
推
し
進
め
る
よ
う

に
貢
献
し
て
い
く
人
材
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
中

国
社
会
も
民
考
漢
の
課
題
に
注
意
を
払
い
、
彼
ら
に
も
っ
と
関
心
を
も
っ

て
、
理
解
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
謝
辞
〕
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
リ
ズ
ワ
ン
・
ア
ブ
リ
ミ
テ
ィ
氏
と

張
玉
梅
氏
か
ら
貴
重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
深
く
感
謝
す
る
。
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